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１ 

安
全
保
障
の
大
転
換 

〜
安
保
関
連
法
と
安
保
３
文
書 

言
わ
ず
も
が
な
で
は
あ
る
が
、
国
際
法
上
の
集
団
的
自
衛
権

と
は
、
「
一
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
つ
い
て
、
そ
の
国
か
ら
援

助
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
直
接
に
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
他

国
も
共
同
し
て
反
撃
に
加
わ
る
た
め
の
法
的
根
拠
」
を
指
す
。
日

本
は
、
憲
法
９
条
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
行
使
は
禁
止
さ

れ
る
と
し
て
き
た
が
、
２
０
１
４
年
の
閣
議
決
定
と
15
年
の
安

保
関
連
法
に
よ
っ
て
「
存
立
危
機
事
態
」
な
ど
６
つ
の
類
型
の
事

態
に
お
い
て
は
、
集
団
的
自
衛
権
に
基
づ
く
武
力
行
使
を
可
能
と

し
た
。
さ
ら
に
22
年
の
安
保
３
文
書
は
、
そ
の
６
類
型
す
ら
も

取
っ
払
い
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」
と
「
自
衛
隊
と
米
軍
の

一
体
化
」
を
強
調
し
た
。 

「
敵
基
地
攻
撃
は
、
相
手
の
武
力
攻
撃
着
手
で
可
能
」
と
し

て
い
る
が
、
「
着
手
の
基
準
」
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府
は
、

こ
れ
ま
で
「
相
手
の
驚
異
圏
の
外
か
ら
対
処
を
行
う
も
の
で
敵
基 

      

地
攻
撃
を
目
的
と
し
な
い
」
と
し
て
き
た
が
、「（
そ
れ
は
）
将
来

は
敵
基
地
攻
撃
能
力
に
し
た
い
と
の
思
い
だ
っ
た
」（
22
年
11
月

兼
原
元
国
家
安
全
保
障
局
次
長
）
と
本
音
を
隠
さ
な
く
な
っ
て
い

る
。 米

軍
が
攻
撃
さ
れ
た
だ
け
で
も
安
保
法
に
定
め
る
「
存
立
危

機
事
態
」
に
該
当
し
、
そ
し
て
、
「
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
も
他
国
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
安
保
法
の

規
定
は
、
国
際
法
で
認
め
ら
れ
な
い
先
制
攻
撃
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
る
。 

 ２ 

防
衛
費
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比 

２
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
し
て
膨
張
す
る 

安
保
３
文
書
の
決
定
に
よ
り
、
ス
タ
ン
ド
オ
フ
防
衛
能
力

（
相
手
の
攻
撃
が
届
か
な
い
範
囲
か
ら
の
攻
撃
能
力
）
、
総
合
ミ

サ
イ
ル
防
空
能
力
な
ど
抜
本
的
な
防
衛
力
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
「
憲
法
９
条
２
項
で
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
以
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上
の
実
力
は
持
て
な
い
」
（
88
年
瓦
防
衛
庁
長
官
答
弁
）
と
憲
法

上
禁
止
さ
れ
る
と
し
て
き
た
兵
器
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
島
嶼

（
大
小
さ
ま
ざ
ま
島
が
あ
る
地
域
）
防
衛
用
高
速
滑
空
弾
は
事
実

上
の
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
だ
し
、
長
距
離
戦
略
爆
撃
機
を
持
ち
、

護
衛
艦
「
い
ず
も
」
の
空
母
化
に
よ
っ
て
攻
撃
型
空
母
を
持
つ
。 

し
か
も
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
「
兵
器
爆
買
い
」
は
、
元
自
衛

艦
隊
司
令
官
か
ら
「
身
の
丈
を
超
え
て
い
る
。
子
ど
も
の
思
い
付

き
か
と
疑
う
ほ
ど
あ
れ
も
こ
れ
も
」
と
批
判
さ
れ
る
ほ
ど
だ
。
既

に
今
年
の
防
衛
費
は
８
・
７
兆
円
、
後
年
度
負
担
も
15
・
７
兆

円
に
膨
れ
上
が
り
、
43
兆
円
の
防
衛
費
増
に
必
要
と
な
る
17
兆

円
は
実
質
的
に
国
民
負
担
と
さ
れ
る
。 

 ３ 

台
湾
有
事
に
巻
き
込
ま
れ
る
日
本 

中
国
が
台
湾
に
侵
攻
し
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
は
在
日
米
軍
に

よ
っ
て
介
入
す
る
。
そ
の
結
果
、
在
日
米
軍
基
地
が
攻
撃
さ
れ
、

日
本
有
事
に
発
展
す
る
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
台
湾
有
事
は
、

「
ア
メ
リ
カ
の
防
衛
ラ
イ
ン
」
を
守
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
時
に

台
湾
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
軍

事
責
任
者
等
は
台
湾
有
事
を
２
０
２
７
年
ま
で
と
見
込
む
。
中
国

の
「
接
近
阻
止
・
領
域
拒
否
」
戦
略
の
完
成
が
27
年
で
あ
る
こ

と
、
習
主
席
の
３
期
目
任
期
が
28
年
ま
で
で
あ
る
と
す
る
だ
け

で
明
確
な
根
拠
は
な
い
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
台
湾
有

事
で
は
、
米
軍
が
自
ら
戦
う
こ
と
は
な
く
、
中
国
と
日
本
の
戦
争

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。 

沖
縄
・
南
西
諸
島
で
は
、
中
国
を
射
程
内
と
す
る
陸
自
の
12

式
型
ス
タ
ン
ド
オ
フ
ミ
サ
イ
ル
が
26
年
度
か
ら
配
備
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
奄
美
大
島
、
宮
古
島
、
石
垣
島
な
ど

に
は
運
用
部
隊
が
配
備
さ
れ
た
。
沖
縄
各
地
に
軍
事
利
用
と
「
住

民
避
難
」
の
た
め
と
し
て
シ
ェ
ル
タ
ー
建
設
が
始
ま
り
、
先
島
諸

島
か
ら
の
避
難
民
約
12
万
人
を
九
州
各
県
で
受
け
入
れ
る
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
離
島
に
お
け
る
日
米
共
同
訓
練
が
繰
り
返

さ
れ
、
南
西
諸
島
で
は
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

 ４ 

全
国
の
沖
縄
化
が
始
ま
っ
て
い
る 

〜
特
定
利
用
空
港
・
港
湾 

22
年
の
安
保
３
文
書
で
は
、
台
湾
有
事
を
念
頭
に
、
舞
台
の

展
開
や
国
民
保
護
を
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
南
西
地
域
な
ど
の
空

港
・
港
湾
を
整
備
・
拡
充
す
る
と
明
記
し
た
。
整
備
費
と
し
て
２

０
２
４
年
度
予
算
に
３
６
０
億
円
、
25
年
度
予
算
に
は
９
６
８

億
円
を
計
上
し
て
い
る
。 

３
文
書
の
一
つ
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
で
は
「
平
素
の
訓
練
、

有
事
の
際
の
展
開
等
を
目
的
と
し
た
円
滑
な
利
用
・
配
備
の
た
め
、

自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
空
港
・
港
湾
等
の

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
機
能
を
強
化
す
る
政
府
横
断
的
な
仕
組

と
う
し
ょ 
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み
の
創
設
。
有
事
の
際
の
対
応
も
見
据
え
た
空
港
・
港
湾
の
平
素

か
ら
の
利
活
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
」
と
「
有
事
に
使
用
す

る
」
と
示
し
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
戦
略
国
際
問
題
研

（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
は
、
も
っ
と
素
直
に
「
空
軍
機
を
民
間
空
港
に
分

散
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
国
が
攻
撃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
駐
機
場

を
大
幅
に
拡
大
し
、
日
米
の
損
失
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

（The First Battle of the 
Next War 

23
年
１
月
）
と
攻

撃
対
象
「
的
」
に
使
う
と
書
い
て
い
る
。 

私
が
住
む
高
知
県
で
も
、
宿
毛
湾
港
、
須
崎
港
、
高
知
港
が

指
定
さ
れ
、「
郷
土
の
軍
事
化
を
許
さ
な
い
県
民
会
議
」
と
し
て
、 

 

           

反
対
行
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
県
側
は
「
平
時
の
港
が
空
い

て
い
る
と
き
に
自
衛
隊
が
利
用
す
る
だ
け
。
指
定
に
よ
っ
て
、
新

た
に
港
湾
の
中
に
自
衛
隊
の
基
地
や
駐
屯
地
を
設
置
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
こ
の
枠
組
み
に
米
軍
の
参
加
は
な
い
こ
と
は
国

に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
明
ら
か 

に
国
家
安
全
保
障
戦

略
や
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
報
告

と
食
い
違
う
。
今
後
、

こ
の
よ
う
な
不
透
明

な
国
と
県
と
の
協
定

の
下
「
軍
事
施
設
と

し
て
の
整
備
」
が
進

む
こ
と
を
想
定
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。 

軍
事
施
設
周
辺
の

土
地
利
用
状
況
や
所

有
者
の
調
査
、
施
設

機
能
を
損
ね
る
行
為

の
罰
則
な
ど
を
含
む

「
重
要
土
地
規
制

法
」
（
２
０
２
２
年

９
月
）
に
よ
り
、
全 

高知での特定利用港湾に反対する集会 

主な特定利用空港・港湾の一覧 
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国
の
米
軍
基
地
・
自
衛
隊
基
地
・
施
設
、
原
発
施
設
な
ど
が
指
定

さ
れ
た
。
昨
年
は
、
経
済
安
保
法
、
地
方
自
治
法
「
改
定
」
、
食

料
供
給
困
難
事
態
対
処
法
な
ど
が
成
立
さ
せ
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、

地
方
自
治
法
「
改
定
」
は
、
政
府
が
「
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
事
態
」
と
判
断
す
れ
ば
、
国
に
地
方
自
治
体
へ
の
広

範
な
「
指
示
権
」
を
与
え
、
自
治
体
を
国
に
従
属
さ
せ
る
仕
組
み

を
つ
く
る
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
住
民
に
真
実
を
知
ら
せ
な
い

ま
ま
、
全
国
の
沖
縄
化
は
進
ん
で
い
る
。 

 ５ 

世
界
に
蔓
延
す
る 

「
自
国
・
自
己
中
心
主
義
」
で
は
自
ら
を
守
れ
な
い 

中
東
の
混
乱
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
目
の
当
た
り

に
し
、「
自
国
中
心
主
義
」「
敵
に
攻
め
込
ま
れ
な
い
軍
備
増
強
」

が
国
際
世
論
の
多
数
を
占
め
て
い
る
。
非
武
装
・
非
同
盟
・
中
立
、

憲
法
９
条
堅
持
が
「
き
れ
い
ご
と
」
と
受
け
止
め
ら
れ
る
社
会
的

な
雰
囲
気
が
広
が
っ
て
い
る
。 

ガ
ザ
で
続
け
ら
れ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
よ
り
、
既
に
５
万
名

を
超
え
る
人
々
が
殺
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
少
な
く
と
も
ガ
ザ

の
す
べ
て
を
が
れ
き
に
し
、
自
国
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
狙
い
、

そ
こ
に
住
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
全
員
殺
す
か
追
い
出
し
た
い
意
図

を
持
つ
こ
と
が
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
ア
メ
リ

カ
に
よ
る
ガ
ザ
保
有
発
言
」
は
こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
狙
い
を
ア
メ

リ
カ
が
代
行
す
る
と
宣
言
し
た
に
等
し
い
。
そ
れ
で
も
、
世
界
は

沈
黙
し
て
い
る
。 

「
平
和
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
氏

は
、
単
に
戦
争
の
な
い
状
態
で
あ
る
「
消
極
的
平
和
」
に
対
し
て
、

貧
困
・
抑
圧
・
差
別
な
ど
の
「
構
造
的
暴
力
」
が
な
い
状
態
を

「
積
極
的
平
和
」
と
定
義
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
に
あ
る
「
構
造
的

暴
力
」
を
作
り
出
し
た
欧
米
強
国
も
、
そ
れ
を
見
過
ご
し
て
き
た

私
た
ち
自
身
を
含
む
世
界
各
国
の
人
々
も
、
そ
の
こ
と
に
向
き
合

わ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
し
て
「
パ
レ
ス
チ
ナ
も
地
獄
だ
が
、

『
モ
ス
ク
ワ
を
攻
め
て
は
い
け
な
い
』
と
『
勝
つ
こ
と
を
許
さ
れ

な
い
戦
争
』
を
続
け
さ
れ
ら
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
行
き
着
く

先
も
地
獄
で
は
な
い
の
か
」
と
主
張
す
る
必
要
が
あ
る
。
沖
縄
の

人
々
に
「
沖
縄
戦
の
悲
劇
」
を
再
び
味
わ
わ
せ
る
こ
と
に
口
を
つ

ぐ
む
こ
と
も
同
じ
だ
。 

「
国
を
守
る
と
は
、
国
土
を
守
る
の
で
は
な
く
、
国
民
の
生

命
を
守
る
こ
と
」
の
は
ず
だ
。
ガ
ザ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
実
が
教

え
て
い
る
も
の
は
、「
戦
争
は
始
め
れ
ば
簡
単
に
は
や
め
ら
れ
ず
、

抑
止
力
と
は
際
限
の
な
い
軍
拡
競
争
で
あ
り
、
そ
の
犠
牲
に
な
る

の
は
常
に
市
民
だ
」
と
い
う
事
実
を
伝
え
よ
う
。
「
パ
レ
ス
チ
ナ

に
自
由
を
」
と
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
」
と
連
帯
の
行
動
に

立
ち
あ
が
ろ
う
。 

（
や
ま
さ
き 

し
ゅ
う
い
ち
） 


